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印
刷
イ
ン
ク
各
社
は
海
外
で
の
投
資
を
活
発
化

し
て
い
る
。
先
進
国
の
需
要
の
先
細
り
が
予
想
さ

れ
る
一
方
、
中
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
、
新
興

国
で
は
生
活
の
変
化
で
印
刷
物
の
需
要
が
急
拡
大

し
て
い
る
。

アジアやブラジルへ海外生産を拡大

需要増加に迅速な対応
イ
ン
ク

　
我
々
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
食
料
。

農
業
に
適
し
た
土
地
に
限
り
が
あ
る
中
で
、
人
類
が

世
界
人
口
の
増
加
に
対
応
す
る
に
は
、
農
業
の
生
産

性
の
さ
ら
な
る
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
農

業
の
生
産
性
向
上
を
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
に
あ

た
る
の
が
農
薬
産
業
だ
。 農
薬

生
産
性
の
さ
ら
な
る
向
上
へ

効
果
と
安
全
性
両
輪
で
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日本農薬の殺虫剤 フェニックス
は新規作用性を持ち、既製品に耐
性を持った害虫にも効果がある

Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
中
国
に
環
境

対
応
型
包
装
材
用
イ
ン

ク
の
マ
ザ
ー
工
場
を
南

通
迪
愛
生
色
料
に
増
設

す
る

　
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
約

億
７
０
０

０
万
円
を
投
じ
、
中
国
江
蘇

省
南
通
市
に
環
境
対
応
型
包

装
材
用
イ
ン
ク
の
マ
ザ
ー
工

場
の
建
設
を
決
め
た
。
新
工

場
は
子
会
社
の
「
南
通
迪
愛

生
色
料
」
に
増
設
す
る
。
２

０
１
２
年

月
に
稼
働
し
て

段
階
的
に
生
産
規
模
を
拡

大
。
最
終
的
に
は
年
産
４
万

５
０
０
０

と
す
る
。
中
国

で
の
包
装
材
用
イ
ン
ク
に
つ

い
て
生
産
能
力
を
従
来
比
２

・
８
倍
、
シ
ェ
ア
を
現
在
の

％
か
ら

％
に
引
き
上
げ

る
。
最
新
の
生
産
技
術
を
導

入
す
る
ほ
か
、
環
境
対
応
型

製
品
で
よ
り
安
全
・
安
心
を

発
信
し
て
い
く
。

　
江
蘇
省
張
家
港
市
で
は
１

０
０
％
子
会
社
「
張
家
港
迪

愛
生
化
工
」
で
イ
ン
ク
原
料

な
ど
の
製
造
設
備
を
増
設
す

る
。
ア
ク
リ
ル
樹
脂
と
ウ
レ

タ
ン
樹
脂
、
金
属
せ
っ
け
ん

の
合
計
で
年
１
万
２
０
０
０

の
生
産
能
力
を
増
強
。
華

東
や
華
北
地
域
で
の
需
要
増

加
に
迅
速
に
対
応
す
る
。

　
東
洋
イ
ン
キ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
も
ア
ジ
ア
を
中

心
に
生
産
拡
大
に
向
け
た
投

資
を
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム

で
は
グ
ラ
ビ
ア
イ
ン
ク
工
場

新
設
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

着
色
剤
の
工
場
新
設
、
イ
ン

ド
で
は
グ
ラ
ビ
ア
イ
ン
ク
の

生
産
開
始
、
中
国
で
は
従
来

の
沿
岸
部
に
加
え
内
陸
の
四

川
省
成
都
市
で
工
場
新
設
を

決
定
し
た
。
一
連
の
設
備
は

年
中
に
順
次
稼
働
す
る
予

定
。
ま
た
、

年
に
は
ブ
ラ

ジ
ル
で
も
印
刷
イ
ン
ク
の
生

産
を
始
め
る
。

　
サ
カ
タ
イ
ン
ク
ス
は
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
た
新
興
国
で

の
先
進
製
品
投
入
や
、
地
域

密
着
型
製
品
の
開
発
を

進
め
る
。
以
前
に
比
べ

海
外
で
の
拡
大
投
資
は

一
巡
し
た
が
、
需
要
が

拡
大
す
る
ベ
ト
ナ
ム
や

イ
ン
ド
で
は
順
次
生
産

を
拡
大
す
る
。

　
た
だ
、
新
興
国
は
急

速
に
需
要
が
拡
大
す
る

一
方
、
短
期
間
で
電
子

媒
体
に
移
行
す
る
可
能

性
も
あ
り
、
量
的
拡
大

だ
け
で
は
持
続
的
な
成

長
は
で
き
な
い
。
規
模

で
存
在
感
を
出
し
な
が

ら
、
付
加
価
値
製
品
で

利
益
を
上
げ
る
必
要
が

あ
る
。
各
社
の
環
境
対

応
製
品
や
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
イ
ン
ク
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
の
新
事
業
の

動
向
も
注
目
さ
れ
る
。

　
農
薬
は
植
物
を
じ
か
に
害

す
る
虫
や
病
気
の
ほ
か
、
成

長
の
妨
げ
に
な
る
雑
草
の
影

響
を
抑
え
る
。
食
料
の
安
定

供
給
を
も
た
ら
す
の
は
も
ち

ろ
ん
、
作
業
者
の
作
業
負
担

の
軽
減
と
い
う
側
面
か
ら
も

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。

　
世
界
の
農
薬
市
場
は
お
お

よ
そ
３
兆
円
。
こ
れ
に
対
し

て
日
本
の
農
薬
市
場
は
こ
こ

数
年
約
３
３
０
０
億
円
で
推

移
し
て
お
り
、
実
は
農
業
大

国
と
さ
れ
る
米
国
と
ブ
ラ
ジ

ル
に
次
ぐ
世
界
第
３
位
の
市

場
規
模
を
誇
る
。
た
だ
、
経

済
成
長
著
し
い
新
興
国
で
農

薬
利
用
量
の
拡
大
に
期
待
で

き
る
半
面
、
日
本
で
は
人
口

の
減
少
と
と
も
に
市
場
が
縮

小
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。

　
国
内
の
農
薬
業
界
の
プ
レ

ー
ヤ
ー
と
し
て
、
住
友
化
学

グ
ル
ー
プ
や
三
井
化
学
グ
ル

ー
プ
、
日
本
農
薬
な
ど
の
独

立
系
企
業
の
十
数
社
が
国
内

市
場
に
ひ
し
め
く
。
こ
れ
に

ス
イ
ス
の
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
、

ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
な
ど
の

外
資
系
大
手
が
加
わ
る
構
図

と
な
る
。

　
医
薬
品
と
同
様
に
、
農
薬

の
開
発
に
は
膨
大
な
費
用
と

時
間
を
要
す
る
。
研
究
開
発

の
過
程
で
研
究
と
試
験
を
重

ね
、
効
果
と
安
全
性
の
双
方

を
実
証
す
る
こ
と
が
必
要
。

結
果
、

万
超
の
化
合
物
の

う
ち
、
た
っ
た
一
つ
の
化
合

物
が
農
薬
と
し
て
市
場
に
出

る
と
さ
れ
る
。

　
安
全
性
の
確
保
の
た
め
、

農
薬
メ
ー
カ
ー
は
農
薬
が
人

体
や
周
辺
環
境
に
も
た
ら
す

影
響
を
評
価
し
、
国
に
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
登
録
し
て

い
る
。
開
発
過
程
は
も
ち
ろ

ん
、
発
売
後
も
こ
の
よ
う
な

安
全
に
関
す
る
審
査
・
登
録

が
続
く
。

　
こ
の
安
全
性
確
保
に
関
す

る
コ
ス
ト
は
年
々
上
昇
傾
向

に
あ
る
と
い
う
。
し
か
も
国

内
勢
は
外
資
系
企
業
に
比
べ

て
規
模
で
劣
る
。
研
究
開
発

や
安
全
性
確
保
の
コ
ス
ト
負

担
が
増
加
す
る
中
、
今
後
は

国
内
メ
ー
カ
ー
の
再
編
が
加

速
す
る
可
能
性
も
残
す
。


